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 本県の塩について

製造部長,白石良雄

 /960年・を迎えるにめたつ、新春と塩の寿・として、この誌

 名舳.。じ・うし・旭も又怠触なもめを磁うた岬・あえ下本
 誌伍頼むす次才でめり茎す.。

 楓!由'は出薗韓海でのるωこ・塩川生産藍はその一需要との較

 差乞一・・る・と・1贈る少いωで一寸率桑1千恩州机.事実・.・㍗予
 覚ハ生種)発表しk一糖刷㍑.年度惰・績{キ酬主産・86・二㍉9.0
 0トン..・輸入ゾ95よ000卜.・ン・合計ノ・ダ2..!000、ト.ン
 で舳全体.ω補凱充ず目している}県蝪合は・鯛,3二α0
 ・δ1ンで生産はそのシ㍍内外であ^ω膚要は・・傘稗鼻
 の杷め{こ一・物・埋作用のデごめ・に・又化学作崩むにめ、に非常に広し、

 ・幸一途妙φる佃陰でめるら考Iえてみると空気や、欠と周しく非常

 に大事なものでめ'りながら、この自然界(D,慰恵に溺れて、壌肥

 対する欲求的認謡が乏.しい。

 近年の境需給.  (単位:千トン)
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 塩の輸入減と水産加工業者

 本県の塩干一業者1恥.輸入・塩が戦後あ錯和23年頃かり漸く再
 翼し、段々増一加ととも・に一吃α)供給・あお沙げで成績順調となつ

 走。.昭和32年と法り・輸出入の麹策から・窺ψ輸入を漸減亨ね
 ・年まIならなくな・うて、水産加工用の輸入、柔壇沁耗葵が大膳に制岐

 され、爵藍塩でこれを補うことになった。gまで!0年・近く論
 入原塩を使いな机てい1だ一加工授.術者は襲.差.・撞.に対するグチを

 .ふげて官たペギレ純度が低1て都jまが岩1いレ経カ1小さい・
 ヤレ溶解一が悪い{一等々と今.更ながbI=木造加工用塩は・どうめ一.る

べさか  を考えるようになった。

 '一方、'日・本専売公1柱は国内の増産と品貞海上に努め、累年その

 実績をあげ、・需要1者の渇望に広一え.つ'・∫める。

 ご.五星.一茎.3_.稀責索綾



 指宿術の泉熱利用製塩'

 指祥帝を平'る一と・あっち・こっち`こ1枝条榮が高/そびえ・
 又ψるや刀)な・湯気につムま稚だ塩工場.の多い.ことに気づく。
 これは50工場といρれる偉観.で、指橘塩の名をム・している。

 プ亡来指・宿塩は輿白偉.とこりから浴に・日塩と称しψる如鈍
 廣が・よくない一という欠点τもつそいたq.㌔今0工・易を算する指宿'
 壌案組省は・一昨年山川ポにj大・忙舳・1撃鑑工榊起工し=、一昨年.
 カ)b筆・しい棄薬を一している∵従来岬.度は82確度ヤあろ
 た叫考.92ソ6、ヲ5%の艮=貞'を高めらてしるとい一う。

 }は製箆業者(50ヶ工毒)=1は簗.製菓去となり/45加
 一ノZ7%(り濃縮点液一をつくり一、ご砂漠一絡凍液を一ヶ所の,ン・ク

 ーこ集め・山川の.平場ヘェタニツ1・パイプ(延琴・7'.ρ・ρ・
 平)でフ池・・山川工場㌣ま人・6一・竜畔争る壌艦施設・(成ハ1
 苅}ら養・出荷畢熱叫崩∫で吏に・ノ%卵んれする、この
 刃)んれ康料とソ下=一上卒の大忙掛(出率肘鮎製璽法)な.
 万法で製塩する。



四重効用滅圧製塩法

 ・ポ1ラrか1あ綿ソ・号罐{こ送≒,れる・・/号罐内のカ)ん水一=;
 は1け3-C'で.嚇1打る・ωぺでさた氷琴気は次の2号
 罐・べ遼舳る…一方.ノ号機で不幸凄主なった熱・水・は予熱・話で・
 妨のかん永を鐸めて聯水構に1呼するリ告聴では・午狂
 鋒輝い水蒸気は・号機へ率.り㍍3脅鎧では㍑バで靖三維

 一ポ繋る。滅庄蒸紅させるために鼻窒ポ・ムプーで4幼二1ψ水蒸

 ・和卓股引す舳各蒸翠罐は蒸率ノ1イフで達らなって1㍗り…
 印嘆空度.は4キら考華は6!31無、3警罐375胤撞・2艘。
 A・…㌦1…青鍵1.・・ニイ炉㍗る・一



 集鋪に溜1った塩.は・1キサー一にょつ丁;、塩水(2ト㍗%)
 咋†鮒・ず一ポ塩111帥る.率牢ガルシ字ムは一難レ…オ'パ・
 一フhこ・・って∵jか牢さ1λ均化ナ.1けム・2・%の純一度とな
 る、,・伏一苦こ遼一.心分座鉢、で直;本撞と破偉乞会離して製了す。

 各罐し1ハ亨、芦トき条件

 汽室圧フゴ
 〃温度一

有釣温蟹1差

 授)ん水徹慶.・

 硫草上猟場笠、
礁莞蜜五度

 〃軍プヨ

圧製塩素  払」ノε
 の一'1オト.



 こんな塩はいかが

 前述の1旨宿触組べが山用に工1雫二を蝸するどさ・イオイ..
 麦、裏樹脂緯iこよるシステ年で輪1色す三る云々宮闘いて・化一学教
 術二宮なるかなと大いに快哉をさ.けんだのである。
 イ.オン交換'鞠脂鰻による、ヵ)ん水の竃・気透析換縮ぽ最高・の製
 .塩法で、これを触の業着が鞘に一めざめて1れたξとぽ・
 たのも・しい話でめったが結局、出量効角瀕庄法を裸一札出
 (指宿・の製塩は泉熱利用という大さなハンデを至上のもω1こ
 し・走.ととで一事業α)意,義かよく種かる㌧
 近頃・・一本憧加工行程。、使用する塩に搬化剤し農夫捉・隻剤
 などの薬剤を混1合し・一て便箱する1⊂とに関心がでて・い・る、
 サステニン(B・且・ム㌧,こ.名1,1イーリ団・ウ(h且・T一.)は抗
 駿.化.・申ために・タリンサ.ン'一(1!サン塩類,、は浸透一促進のに
 ,めに・一、.それぞれ壌肥混合して使って、若干の効来一をあげてい.

 るぺ一己の薬剤は水必岬に溶解し一ないも'ρである㍗・壇と
 混合す、る一に・、神のよい触・操作をし・広ければな川㌦
 便用.した坤巣カ)言違ありれないのはしおそbく均一に廃合さ衛
 てい偉いのがそ一の慮因のよ'ラに忠pれ一る。蛙塩.の際、薬剤
 牟とを蝿一合することは嘩業の専帝法上なすベカ)りざること
 であるが、着しこれがでさるとなれぱ、葉者。)炸薬に助る
 ことヵ…多かろう。
 いうまでも.なく、塩は純度の高いもの程、のぞましいのでめ

 るが・魚=介1カr工一の徽塩用に1ま・その粒が太さいのが年靴好・
 都合セある.。一糖製'塩は純度櫨高く、粒はふさく、よく水に溶
 解して、勝.れているが、魚介類の撤塩用に。は(そのコスゴと
 勢用を検討すれば)不向である・'
 四重効用減圧製塩法では、蒸発罐一で・カ)ん水がよく還流し蒸
 発するようにプロペラーがあり、ミキ・・サー・では、.エンIド1レ・ス
 スクリ.ユ・一がある。この二つは回一転撹拷するので.あるから塩一
 の粒辛砕いてしまうのではあるまいか。塩の結晶1は止バ面体一・
 である筈なのに粒の小さい塩は砕カ)れて、不規則な形一になつ
 ・た・も一のだあラ。I
 撤塩用に便う塩で水分をもったのも始末が悪い。勿論潮解
 という性質で純度に関一係があるが遠心分機磁では、完全脱

 水.によって・常.にサラサラした塩でありたいも中でめ一る。

 一一・6一



 紹介(その2).

 漢薬翻度謝蝕㍗.畔却1・ら・細噌介しピれ漁業・
 に蘭する一般循勢に?いてω見解』につ心、「漁業政策につ

 いtの見解」包契約して紹介する。一

 漁業政'棄にっい一での見構

一喜約

 岬薬ω発=慶について岬.砕.一・一ミ..
 一般、に漁傑発慶1の巽、困..として一kト貸濾、漁場、技術、労

 働・資抽の緒㍗一るが1戦戸≡よ漁牽童㍗増午デ=標と
 へ、タ・でぺ滅紗鮒に璽'煮が去・・か㍗て一さ出則ち・.治学÷神
 合一手還洋と漁場τ外延自,に綾南しっぷ、漁業経富の発簾を

 なしとげてさたもめと考えbれている。

 し刃)一し、最近の国際的環境は、漁場展開に1重点をおく徒.

 一乗の方一可を阻止する様に作崩するに垂ろたのみ七なく、増

 産'ξ蝉㍗琴定とは'狐如1ぎ紬?カ)ない場合が守られ・
 るに童つ肥。

 以上の見地から今后の漁業政策の基鏑停・増軒心亭
 経宮女娃に率点が移されるべさであり・沿岸、沖合、遠洋
 漁一業のそ孔ぞ.れω属.に応じた施策が話せられるべきものと

 一一思う。

 一この場合、漁業におけ.ゐ生産性の向上とは、蟻なる漁獲・、
 蚤の増大ということの舛でなく、資源の適正利用、投資の

 適正化、労働ω節約、漁業経費の節減、資本の有効利用等

 をおしすムめることである。

 これに関連して、水産資源の問題1こふれると、現状程度

 の漁獲強度では、漁獲量の.水準を維持することがでさるも

一7二一



 のと考元らτ1そいるが;ご州まI全㌣鮒一呼め一1やであ・
 って一一個.・の一資I源1とつ一いて、まあて竿、まらない.場合が一あり・
 含酬雌琴増予㍗呼.1㍉.鮒呼も.予二呼㌣1ζも
 ヤ∴ヤ呼量紬一㍗・干㍗'

 2.沿岸漁業の=籏興についてい}

 沿岸漁業は・神合・遠洋漁築㍗発展・1ζヂて年㍗.㍗
 ・重を低下しており、総経宮.体数の86仇町こ当る・2-0ガ・近い

 漁家の1生産萬如全漁業生絹の一/苧・路11女之な・～j一一
 その所得は農家よりも低く、才2次産業に比'してはも一とよ
 り盤家に比べそも吏に小.さい所得の伸ぴπホしてい糺

 この穣な低位生産め広汎孤竣率鶴を肢置することは・.でさ
 な''いの'そ・'、一次のような施策によって;沿岸漁業の振興乞は

 カ)'ること.が、焦慮のI問鐘キされる。

 I互、一鼓室め対象ω明確化
 沿津漁業は、.便術的にも経営鯵磨という点・カ)一りも、一哉ぽ
 専業一条薬・等d)依存隣合から'みて一複雑な構.成をボレて泊

 り、敏策対象を如睡にする必要が.のるが、漁業τ圭な奴.
 一入源とする漁家層に圭だる焦点が拘か4'しるべさもα)と

 考え委.む

 b一沿岸一漁業生産力の向上の方向

 養殖、増殖。)でさ.るもあは生産量一の増大系.、採捕段階α)」
 ものは、蜜源の適正な巧11」、用と、未利用費源の寵発寺をも

 と.ムしつと技術改良1こよる生産茸ω向上ぺ一寓うべさで
 ある.。

 gα)たφ牢は・漁筆の管理包含め・て・操・薬中共肩:化・
 設濾投資の共用化について.兆分に考える一べさであ一る。・

 C、沿岸漁場口)一確裸

 他産業の.進出に伴う漁場の衰退に強い考慮を払うブ方、

 」才{一_



 漁業鮎串漁那蝉卵㌢†は・.蝉鰍叩主たる.
 生酬嚇し㌧弾9剤㍗㍗{∵腎度
 槌的網打1紳琴卯.玲、、.、
 榊舳岬師舛夢叩呼一.手業南性㍗呼
 て・沖合に逸出する衛合ω昧琴については翁ρ分犯る

 年明岬'千1㍗㌣㍗...
 ㌧紬騨即必・筆と舛呼㌣÷'.テ
 鮒管銚生産.綿作1・圭㍉ヂ子二等呼生呼1呼雫坪
 と灯わ礼・るがその抱い壬J中心と耽る姦薦親繊畔・ゴ砲へ
 残鱗鵬組飢挑三ではめ影鮒“・今私率{1二・・∵…
 }似孤鮒㌣塊弗は;1坪鎌千{牽以=畔磁輔つ・
 て.1'舳で・翻叩紬包奏幸印・。㌢一9で・雄ド締し
 て馬酸塩遵停制乞強花ナ=Iる泌島弧峨.る,。,.

 ㌧岬叩岬ミ叩㍗叶1、・.
 紙嚢卿㍗外ノエ呼讐11ゾ転換・他産業へ.
 卿'叩葦妙1・一昨肩㍗・嚇㍗人
 1←㍗㌣よ・・沙㍗9必㍗景?㍉、、.

 '3.浄合遠{津一森秦1。に.ついて

 崖陸性胴上をは抄ケ?ム陣営案定を・撃才'声:点1こ施卵基
 調を伽・.Pが国鰭隼即中核俸でめ戸中小漁業琴営
 め凄定化{帖紳;邸中師で牟るg

 ゴ{生∵喰1猛妻淀幼たあの対鋳
 J、読査機=1溝、護送{・貯1蟻{加工㌧..消債.拡大。のための対策を

 宴するのかでなく、'生産面での自主的調整も制度の問題
 一'としで陵討・む婁が1・あ.・を1ら.∵.。.,

 b、漁業の叙蝕'I、一''一:・。1一。1ぺ一二一一。

 現在行政庁で行っ一でいる・.漁業の規則は・資源的見地・
 .操業稜亭維持の立場から行われているが、な淘不充分な

 …9・'一・



 ～・肴合があるので、経=営7安一殖、一恰理・化め一士場から一'する漁業
 夕三{芽覇=偉油'自・.圭一的灘欄め方式をも一義討する一緊カま.め一る'。

 代伯許苛移転等に畦る.・不当奏中と、'大・欝未、中小島・
 ・∵・本漁業間σ歯一整・間.醤尊女地鉗度・好僕一計∵の1要一が笛・・る。
 ㌔。一1'虹蚊漁桑'一一一一

 線二‡lu怠1機業桑ζ続言1機
 ・に行われて、カ)だって、轡際樵秦を確昧二一す肩こ一とムなる

 情欲に砂跳二一・一・'い・1….一一パ.

 d、海外二漁'葵二'
 一国内漁業政策とあ一歯宮達Iに狗いで充分検討チる・。

 一千沿1岸漁業と沸会漁業との調午㍗下一∵、
 従棄から、沿岸、沖合漁業闇の翁絵は、沖合漁業の側の漁

 場的な譲歩が一求童)られでさたが・こ今一日では一～二の調整方式

 9千に走よるピとはで1な1卒つ、{ボ'
 年一小企蝕営相互間の操業上ρまさつ一1工・沖.合封沿岸岬
 題と鐸合してはならないので、それぞれ別個め立場に立っ
 ての解決策が必要でめる;

 沿葦漁家.漁業と中ふ金一業だ。る沖合漁業描=・・の漁場鍵合間題

 は.・前者・を採謹する立場に立っての調整を必一・要と・する二

 たrし、小型動力船あ行動半径が相当一な拡が・りを1も1つ今日

 では二地先、専用漁場の設定≒いうよラ表団体南.な一様を
 画す。斧三キでは真の解決はできないこ≒に法軍すぺさで
 ある。

 また中小企業経営たる・漁業相互の問題は、自主的な協調

 を琴とする調整方式を確立する要がある。.

一/0一



 ,㌔x二一・三・・二、.一・・一...IJ∵。一

 合琴Ψ`㍗㍗∴て㍗㍗㍗下.
 いド・二…・八・女1・・.養殖齢∵ボ調蜜I部

 .農一薬が鰺苑し肥無体麟誌に如何なる形で一現われて1一いる・か。叉

 ..率輿によってその卵㍗箏巧苧カ1二.今そ.ものカ、・牡怒騨握
 .ナる坤㍗干㍗リ、仁、三、㍗三f…二辛?て鑑死レ平コペ野外.肉0一'
 '銀鯛の帝㌧雫二㍗準度、㌣二相異.蝉恥び・干臓器蝉即
 〆る薬物干ψて1襟州て鱈予行㍗一

 、.嚇.抽鰍X積13!.×措・サ・抑瀦締5104・大畑'プクIデリーム
 ...証4,抵植い、・・!{つ.1こ嘩1;=札1リ1・・ド.」加伽薮碗1・鐙捜i仙1平均をとって

 、・51..PP畢=.。。1;1鮒けつ幽淋慌水キ崎濃度と推定きI紬ぞ毛手一る
 0・8PP皿の2つの溶液中に一(崩記γ・コイを酪曾し岩㌧{をして

 い榊㈱鵬鰍るのjぜ菩∴つで鯛する戸とと.し・I宇;1・
 ・・皿では数目中.には蜷苑しなか?た・砂=で一一÷虐6.貝を如と

 平体については元づ外部の変隼1喜陣織諸㌣戸翠犯岬観
 峨し洗.・糠岬鰭緒踏横紬る辛呼の定妄を行っ㍍
 ・な一姑1I榊供試鰍・体約カ祇内外の=雄一魚と.・/螂=内外
 の小型のものであった。

 ・二蝸・I外ド→レ破牲従量労凄一'ては試舛採咋戸'
 ちにベンゼン20CC包撮人援置描三…出を勺=自繰返'し・・一後ぺ1イゼ
 ン層'を・分取1、一倍性一ア・〃」ヘケ隊を=通t二で金鳳・葡一燥一、残遮、を少量
 の・、ア、ル1コ.一ルに藩1か)1で試被㌔しべ走㌧・=こ'α).試・液に」ナル三ニル

 、.二性.瀞性。・ソ、Fダ溶=被に垂均}～唯」一=三I'ト七…フェノールとしそ藷色
 パき性比色定量。U一たき;'二。=二j二一一i。二一。一。・。

 …巽牲試験一で抵更ゆ発色しボ重」とIミト㌧ヅ三ノ」ル試液だ為塩

 τ4/r一



 駿、璽鉛宋を卿えポ加熱源適し一息疲1とナジ毛土デ試稜㍉

 (ミ抑}一)及紗1クレゾ㍉1を狙えオル1ク〃rルに
 よるインドフ名ノー.」レ号音'亀によつ「【～P.昌卜]7ろノ・・」レ

 であ吃とぞ=をだ・しか・め一肥。..、..、

 。二る在㍗ニイ苧ツ,.ド、一ルーに伺・一かIの反機淋垂で平静臥紬
 紗肘と焦の㍗戸..そヅ.勃こよる差異はれち帆雌
 喜PP皿では5分㌃3C分0.8凶血では70}90陽藺后に
 蛙奔又はケイレンの后、平衡を失った・状態に・至るd.恋栂苑掘上…

 一塁るまでの暗箇・は5・1ρP皿では約2,5時間0;亙PP糺てψ一}.∵

 5.目后で瞬死す名紅邨隼ぽ帥牢・い・紬一.樋蝸酋倣
 阜いも・のでも!時商'4・δ分大理の魚で1奉5臨藺310分店に

 」J鑓死して始る'の払㍗一応魚体による鶴死1書・間の崖異は
 も孟惹められ書;l1I・“.二∵・

 肌岬絢さ㍗て億5・・血玖・榊一肌害舳変
 化はみられなかった。一

 南部所見について.'各器貿別の症状包み昼と下蔓己g一と拘り一で
 一あつ把・・d-II一阯.

 ;鶏の異常は銚弁岬㍗た.もgが㍗'坤2声㍗・映
 中にも2尾黒一触帯び徴のが・.5-I.岬セ!.尾α8・・盆
 で・6尾.あつ.た;・

 馳異僧は紫の後半郡・σ1血管が免血し不い戸・.も岬.・.5榊・
 .・で'/一I尾.ψlI8pP血で/一、・尾

 脾臓㈹吋に皿鰍.う鮎を・呈レwる妙、㍗坤.奉小・
 I黒'点散在.し.てい・るもの林・5・畔中ノ場。、艦色、μ.李.も..9が
 α8岬酔/尾魍尖したものがσ8.・榊で.!一・帥=ち、徹。
 ニニ肝僻'臓てば濃;血斑・の1かられ鮎のが15岬平!・.尾..α8・・1・
 で5.尾・肥大したものが5-PP皿・/尾、・醸繍したものダ0・8
 PP㎜に/一尾襖色したものが0.8・PP皿/・尾

一/2一



 督一臓セーは・肥大溢血・・した・も‡ρが・々.㍗皿1で/屠,σ・一8抑皿
 で4尾.一・・一・∵=,・1.一1.;二

 胆φ・一うでは肥大・・Uたも・一α・鳩σ8仰せ一㎜で・7;梶.・変乱(凄..色).
 5・・.皿で2尾α8・・皿で3尾㍗一州定亨.・・….ヨ1

 心織では心房が黒色牢やひアこものがα8PP皿でイ・罵

 .鑑で舳紬鮒二1無色叩ぴ1芒,ものが・=5・・叩.冬尾.
 σ8PP1血で8尾“・。磁血斑ω謝一めら介しにもの炉一5Ip圭・皿で・

 4庵.ぴ8P帥下12尾めつ肥。

 巖・肉では翼櫨・帯び午㈹が5P叩/尾㍑.二帥
 !毫のつ肥仁.

 以上ωよ一1・己籍芦舳こ二心下い1.と・鑑・・弊…邸1・.・・卿灘
 に坊・較的多く異弔か填れ牌徽.・・筋肉に.1辛.少か?アご。
 訟迎に・ひ8州1で良平脅したかこ・バー一秒一薬常がみ一州・易も.
 5岬肌で幽育し糺・万で'は.鼻帯所見一一を・.穴1く一導もめった。又個体

 によって握状))塩梅寄.し万が違っていて∵足の嬢.I1ヨ」を兇.出すI,
 ことは出ラ建なも・o

尼佳試.''椅果

 ホリドールは綾裏、一一箆1ユ・、=琵1気の伺れカ)bも酸1段され蛆綾・葺亜
 織甲ω'コリンェステテ』ゼ作用z抑謝j。し一その・紺残症状'如'中

 .養作用と.し.て堺,われると云IρれているIので.魚類におい一て一幸

 心臓}針鰍等。に多く一党、出されるα)ではないかと予想、してこ

 れらの部分と・こ茸一いご附縄して腎茱裁、暢につ一いても足畦試験を.

 打つだ。こ.の縞.栗は予三表σ)どおりで・否)るが変化の・認一働ら

 れたしとさの内部所兇とを比較・して心ると、コイ(攻究蒔一間・

 ・王1・べ.)肝特鳴1は肥大・腸・は・1綿膜・・発赤舳・して・お/
 発色嵯度と解剖所見による異常は大体・一致している'ようで・あ

 る。又定性試験㍑いて発帥認め舳た岬'≡㍉航峰鮒
 めった。)でこ・Iめ部分一{こ一ついて癖割所見.と餅,付し.て更1こ定量.

 包行った。績巣矛4表
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 ,節桝卵ザニトrフ干・ノア㍗撃1章陽・鮒蝉に多・く腎臓・
 心臓に比較的・少かった。5PPmとa系'ρP血とを比一戦ず.ると腸・

 パ灯やい㍗岬の万ま1若干多り結果がで下!'るが・腎鰍・
 心臓で.は大差1亨尋や亭な十㌧,...一.・
 これ三、雫管卵竿一≒併.芦てけ奉・芦と翠帥皇明州るのは全
 体≒パ;千。∵、撃.放ぴ.坪蹄撃董牢・多く.レ㍗μ舳手この傾向が
 1㌣、1.六=,う三です㌧
 5・・皿のものは雫蒔馴こ薙苧し・て一やり・・.ひ8.叩平㍗ト5日
 弩11青二お二し1.て言.邸に・牽g.なか1つ乍こ・・と年れますとき・瓢著乞
 ホリパ川こよる急性中毒とす洲ま率者は率殆・濃笈以下にお
 け亭;1蔓1性中苧≒.。ヂ冬いと思!'ま1す・・こσ)よllこ㍉ますとさ
 急'姓一中一毒..とI慢一性'中`護では内1;遥盤官のホリドール董には大差なく

 韓いて一元えば=鶴セそ=の差異歩みられるだけです。
 機!定窒一1と用いた資料について内張約に異常を認めたのは◎の印

 をし一た部分で女一。'

 結I論

 以上リ)菓験結.果を婆約すると帳らi'.した実験例ではあるが、ホリ

 ドールの千藍投.与(.この場=千5榊ぜ愚昧す、二字がハこよる魯死
 の一宇合'は触内沸では惰手ヒ管・.甲.帯…榊芦下高い、†リドrル倉一
 量一を示すが・触割耕蒐に輿.篇がみられることは少い二

 致死呼付産続投与(ω場会“…血を意味する)子飼
 育しポ場合は4～5日で蝿死する'ことは先づな:い。併し一声ら

 内職霊借に異常が?≒れ・ること知多い様であるがそのホリド
 ール含量は急死σ)揚.合より比牽的低い値と示している・ようです
 ので夷にこの,榊こついて今后の継続調置に一一挨らたい。

 一ノ4一



才三表  内臓一器'.管に一含まれるP一ニト,ロフエノール

 (定.性試鉦)供試魚二一峯について

足佳法

 ア'レコ』リレ性I  封或O豊

 に洪る・発色ゆ・一ニトi」一フエノr一レ)

 o・一クレゾrレに{る発'邑

(インドフエノ_リレ)

 一心臓1柵1職1音1畿I1内1一'灘I

∴ド∴
 発色が認めちれる  鑑翁、頭.著

 発色極めて鎖著

矛幽表  ノ尾当り各誌富言こ含まれるP一二トロフ.エノール

濃度 5PPm

1

-I■

 ■I■一一'一一一・一1

1

」

一

 軒鱗1、、妻1膏 骸

■

 一一一一_一_______μ_ ■

.

一一'士一一

 小、呈、、∴、∵上玉∴
 毒い・一9■・舳・.一1'篶=デひ・
 レ・・」坐し」」L!仏一し

 .∴Lう.二上∴71ノニニ5丁…ヅ
 大㌧・・g㍉徹・い・「ク
 器トハ固・∴川1・・

 上段、/尾当りの試料重量

 下段、P一ニト〕フェノールのr数



 げ∴ピ子「∵,㌔、、三
 寸寸1∵寸∴
 iス0「。,ノ3一久451〃
 !整111、
 、1・/汁…十干ち5+τ六十一z子一
 トニ魚レ・.一・L・・L..一

 }0.8PP皿

 1と1ηz〕
 ホリドールによる影響乞受けた'コイの解剖、所見たついて

 33年'斐菅こ1引一続さホリドーノレにより、擁…'死或いは多.小なりと

 も影響を受けた魚偉の解剖約鶴禁一と内鰍譜誌奮し参どの熱分に如。

 何なる蟹口.1ホリドールがみえる一カ)・について定性定盤試験包行

 った。.

笑嚇方一法

 ○約504入りα)ア・クアリームに一定濃度のホケトール溶液

 30考な入れこれ1こコイを扇育した。
 ○ホリドニルの濃度としセは一応致死濃度とされている/}

 !0PP皿の中間一1直5-PP皿とカく■に庚滞する1勃台(0.2、一!'

 7帥1n)α)平均濃度0.8PPinをとった。

 O=解剖の時期は5ppmでは惨死後直ちに0-8ppn1では一.応
 日後に刺.殺して解剖した。・供試亦リドー一ルの慮液はドイツパー

 イェル会社処方ホリドール手チー1レ乳剤ジエチルパラニトロワ。

 エノールチ方フォスフェイト46.6%

 ○コイの大きさは30・脇ノ5一泌の'大塑魚を使謂した。

 一一/6一・一



第一表 .躍割観祭精果 ホリ ドール  5PP胆

際番号1
     ^一一一一■

     実.験.番号1!一23.
     一一←一一

     体長.榊.。30.7ザ33織●山I一一'432/人8!     o

     体重'9・380「「'■
     反応まその時間4分後一ノ2孤2早づ5皿「

     ・・三二二     一'

     飼育水温C25,2820、ヲ2!8・

     窒丈死までの時間5-30H0→/イ04・     一■一一■一一「■'

     銀十
     一'''T一

     内_豊_⊥十都島篶ヤ一      ト
     I

45

/7T■
I'

J.ク

「「'45 49
≠す∵∴∴

h

 __」__コ5.↓.市ノ2・1∠二空
 ・重工■亙」〃伽1三笠」万近三五.二

14-504-30`4→014イジ

 ー一__丁二「二…山「T1…

 L⊥二1-1・1
 ノ。。■「獅

 一ト

 胃ユ.十

 所魍'月ラ.

 ,一一一ト≒
 :一寸一一→

 一寸一一←一一

1一

 十・1T

一十一

■

 千二÷二十一一一二r∵一
十

 十∵≒一 †

矛二表 ホリ ドキル  .0.8PP皿

 i実験番号i/

2

14 7一 8  ̂'`一■

!0

 L.ピ肉十∴.ト±L二丁÷1「一∴⊥二二∴上十  .._⊥._二._



 観察の方法

 魚体については外部の変化と内鰯11講益管の変化を閃鰻観祭し

 併せて内臓確器管ωホ坪真一ル走性淀董包行1った。o

 ㍗、ド1㍗定年走率呼ごっし1千は試料納后帥1べ'ン
 柵亭10紅率㍗、一対包3峠叶後ベンゼン層・千分雫
 .'祖かけ1甲。包適レ・て津威㍗触手脚アルトルに
 溶研して絨・と=レ=午干ミ蝋疲に1て㍗7!性稚々1芦液,

 .・1篶111111111∵二11二二1貫1∴
 ・錘一。率鉛,れ肌・・、1瑚熱納し漏液1と.アンモ千ア試・法(苧/ユ。)
 ・冬㍗レ1一.て.レ㌃ル㍗千オルトクレゾ.ル}こよるイシドラ
 ・エノニル稀色にょうて邊一二'上1ロフエノI一ルであること一包た

 しカ)め一に。

実験結果
 .計年度に実施1した擦誼試験の絡暴については癌.・疑蘭が.・も走

 れて・い肥ので莫年反軍率I験することによって一これ戸;の解決を

 計るべ岬二字.干苧・めた・が.係の'移動等もめり6月の才'回の実
 験のみで1中ヰせ。苧1;る、㌣平・カ)札然も6月一戸日一中回と6月二2・
 3日の最終回にはポリ'一ド」)レ濃一度もユ2PP皿と/0頁P耳と当初'

 カ)、午'実繊した(5叶どu一ず・・帥)とは雛も宰えて苧たが・
 ・…/j回の舳試姦あ一デプー一.しや・な一ぐ(別綴奏)比撃考那これ

 一～で1手。ざれ咋い・'従ブでこ丸らにつ・・い・て今.后岬験に俊・つ
 下結論㍗㍗妥当でありプ唯坪剖瓶(別表),どこ脈
 .で(・・鞭一分)の鮒が柵の調.査卵場と叩は章1・であ
 る。

分析結果

 次表に示すが値はすべて生鮮物・/9rに対する膏一・(ガンマー)'

 r/7一



 .で、比較する上で」;ま乾物に対する値が妥当である二)パ

4∴∴∵
 Tt上㌻1寸土11

 、lJ.__.」__._.」、_..二___L.、」L.___

 ・・ム㍗一..…一一一
 今回は.実験例知少くて明確なことは云えないが;一」、

 箏b'ボリード」」5レ濃度1差と魚体中へのボリドー〃浸透藍との箇.に一は

 ぽつき'り・した、縄係は念い様である;

 三6周じ・棲度Iて5・PP皿)でも,じ、臓においては/90'、35,一

 と二一商.者にる)なりの開きがみられる又、総体・にσ=8P正地のよ

 チ・・な濃度の低いものが雇が太さ.・く濃度.の高い5P王幼芝比較
 す.れば=濃度のぴくい前者がやはらIホージドール量.も小き一い結

 果となっている;

 これば.魚体個冬二あふリドニルに対する低抗力の相異刃・ら同
 濃度のホリド」ル溶液中に生得している暗闇等も関係しで来

 るものと考え.りれ・ているが解剖所見と併行して考察'して行

 くと何らか解明されるのではないだ!つうか。一器管別にはホリ

 ドール餐1綾大gものは肝臓・簸少は牌蝉又は心臓ということ・一
 が・云える。・

 一ノ8一



濃度1  ユ2歪P皿・  1036Pρ皿 I5PP:■  1ひ8PP皿  ノ0PP皿  。1J■1

月日
 ε桑/0且.〃
 %・/9h死亡

■㍉・・  !o・・投沙..{.。?則I・掛
 、Zれ301・。拙!ノ点批i・死亡「

5・{I-o  9±145皿一投。正.
 2,・..i100n土ダヒ亡

 う・一搬  !θ・飲11一・・二∴・;1)・テ戦I包宝・畠
 /!増0一='搬一11帯山・i鮒1"

 !g・…皿.1峠4・、
 一20お.90㎡死竿加

 .～0王12.5孤一鍬
 4王・死亡=

 体長繊■ 245 220 J54 248 26ク. J69 257 24.8

 庫重9r' 380 '324 405 364 4!o 4/0  3-4.0二。 3/2I

4h 26丘  /0h!0皿.  8h/5班 3分店 30h 7h401n  治、化反応1溜めず

 魚の状態

 飼育水温。・ 2-13.4 23.4  J仏0 J3.9  〇三3.フ↓・、24」7  J37～24.7 230～23.8  J4.一2

 致死までの醐劃1  ヲ五  35王ユ.30皿  2h45血 /!互!5皿  ノhJ0皿  81ヒ301皿  /θh./0皿・  /37h35並

外

部

族

見

 頃都白い1織り  一山^「'  ■「一一丁…馬''「'一'丁1;・l1幕ご一'一I
 吻部紬働あり  1皿㈱纐灘1リ自罐色して/・蜘碑
胴  鴫邑している(藁白色)

 i奉藁蛾こ糊糞

 尾ヒレ岨蛭を認む

ひれ  巻ヒレ茶与こ賛邑に奮題自

盤血雛鮒

 腹びれに赤小.斑点

排逆剛  知釧虹樹当薗もっている

内

所

見

 所㌧
 “、“ 1黙撫蜥

充漏1 1兇.蕎
 凹''r'.一一一'.'一一一[一一・''.T'一一馬
iii

 碑のう俸黒色(自)で靴1己冒奥1 暗緑黒色

こ・ 臓;

 圭腸?肖イビ省=
 漕潴排洲馳近く.  ・・ゲ者

 閑→・
 。]しノ、

 白い病膜

脂肪1

筋肉 鮮紅色

好者



桜島瀬戸海峡..膨雀置后.

調査部

 桜島の火山沽劇が鹿児島湾の水産に及ぼした影響のうち・・で、

 二鰐.流によ'る漁椚む塵没・瀬戸海峡輔塞によ.る湾内・謡流.生I.
 物主事か生育ようg変化乞生じた大正3年/月あ爆発は特筆

 …ミ恥すべら..もの,で・昭子1・・一・年・およ・㌧昭剛3年カ)ら規苧に至...
 ・坐る小1爆発は・そのえいさ{うに尊いて化すぺくも・機ゆ畔㌧“湾鎮,
 漁業絨打卵r策とい..一綱蟹顯貯・!にムる湾内.磁流グ
 ・紬し之壮す.る・アイぞ㍗琴・峯又弘・.亨弓の豊魚鮒をな
 .・'如・しポ曲漁舳鮒ω甲1こ一'瀬戸癌峡雛卵.幽牟重大
 性包圭つ不漁底幽として、.物語ら～Lたりし.ているめで∵商けっ

 言子な・輝精'をさ舳・ら・書馳Φさ.つてJ大上帖の李場雫
 ・・築磁告書に当時〃模棲をさぐってみた。一'一

 .lj葵一声叱壱・妙ψ諮包転記して参考手ご一会・す一る一』三

 水産上1こ受仁る桜島爆.発の髪隻.

 ・1I誌ぺ1∵蒲!二...・一}.・言11μ1川.1・..

 大正3年!月ノ・2日暖鳶錘藷と{兵16爽に沖ずる薫壷癌Iを望む
 ・1につけ、I又=盛々たえ爆声を闘いとづ1ま、北天災払変が雄砧な・るキニ
 占度遥表産上、こ影響包皮ばせるや、浴翰ぼ1桜島療努ゼ.前躯。ま一

 く;≒ろ,漱6だみ山斤1一港に入港せる一肪睡姶倣島.対を召11齢し1一・む二はし■.

 ぱ危険呼して多数の雛者城中坪容㌣走外餓一避難民の
 薮鋤・'も一段落を告げ、/月2δ日頃・よ一一り被害・埴調査或は見学者

 の祝祭研究等1こ促され、2月上旬迄一達.日間島一附逓.に出続ぜるを

 以て、一具都度末完全ながら各種器具糠減を以て捨I洋調査試儲を…
 宕.いた君ものを・経とし、一実地被害地κ.臨一み・・業一者に.聞き吹yし

 I多少'なりとも某被書程度状況を知る材料理得たるも三の一を線とし、

 鼓に其概要乞吉己述し向後調査試.験・上の比較研一突に資ゼーん'と欲す。

 一/ヲ.一



 第一海底沈殿物に就て

 桜島爆発以甑.に於ける周易附近岬底沈澱物を見二る'1ど・海岸
 一膏jl一'』夢するもgは千レキ・砂・岩石尋常

 1こ陵地よ一り牽ぱ・れたるもの・若くは1海岸岩石の波浪爾水等に

 、よ岬壊せるも.㍗㍗ジー戦の畔にも撞二戸r榊干のな一
 、る敏に捌凌に記述するものなしと・いえども・祷苧より半濁以
 上禅合に於ける海陸沈難物乞見るに・k率的患顧斜包なし溺
 ・琉α)遅さ武村浦一合札り北方黒神沖合。ご重る遣、・又鐙之丁虫塾.}

 有村沖合作倒ま唆冷千の女口1!の更㍑く泥土・り.
 成.りi寿に岩礁Iの点在.嚇繁ドを現るの今なりさ。

 黙るに雛当歳=呼古手嘩石)、軸し紬を卵1＼肱
 績竿漫に写り坤も一衣五寸鉄に達芦・る・も.9珍.しからず二面
 .し下輿幾部会は湾外;ど流出せしといえ・ども歩1は沈.酵・し・白
 浜沖合、新島東方沖合ぺ戸柱崎腐;方沖合の郷さ具産しさもの

 にし下土戻ヂ海二零`1讐戸の麿を舳ぜ干が如し・殊千新島
 菜岸に於て手繰璃を曳・さ・魚'湊・o);有1難宮調萱せる際`こ於砿るが.

 如き1誌らく宙に.苧ぼうせ1るも1のめりすやの嬢を起さしびるが
 如き状態なりさ、之を以て見るに北北東側薗及有村沌」合・溝底.

 の沈澱は多1浮石(軽一石)な午と一㈹るiζ難坪りず1.
 底質は由来動種物輯に輝藻類底魚類に大なる関係包有するは

 一:断象の学者及当業者の婿戦する所なるゴ戸、海藻類は元来本島
 沿岸は英繁茂多カ)bされば一籔に読述するを得ざるも、睦魚に

 は将た如何許りの影響を与党しゃ。

 二月初旬に於て新.島及黒神地先に於て手繰網を地曳網に改造

 1して使弔せるが・醐者に於下は底魚≒給するもの・一尾も得べ
 ず(但ばら数亀を得た・り)後者に於てば数毫を得たるのみ・…・一・、。

 是を見るに多少底悔類の滅邊せるを知れり、黙れども爆声轟一

 々 たる黒神地元に於ですら斯く多少なりとも魚族の存在する

 I佐見れば之より数二浬沖合に'は差して魚疾の減退の如さこ.と燕
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 さを疑わず。.

 .尚向後熔岩の.突出埴犬し又浮石峠沈降寺る等の歯係上多少海
 底.に案化包生じ、姉て魚族の楓少よりき在来妙網代に於ける

 叶舳舳磁練上故∵さllる1㌣疑デ
 矛..;..1水温坊重ω影響

 =幽昨万二噛…り蹄究及笑韓十より桜㍗.爆筆が㍗たる
 1.畑次贈与溝刀い叩理的変舳与んだるは唾・二準岬.に
 シて・舳紳・り半塵を睡る脅は殆'と苧.{守、予け、ざ一る.甲・・
 麻.歩ρ・・り一き、.膳単1一に鰯の千・胸こ一{り桜島濠1趣皮鹿蒐島市間に

 於=ける。毒腺蛙近、に姐嚇広=く・笈.化乞及はせ忠・ゼ.虹肴といんど.血・じ、

 某変作たるや松下綾・・とるポωなるピと別荻に細・るが和い
 黙れども熔岩突出せる地点の数十間以内峰於寸は水温比重上
 大なる変化τ見る一営・と.敬り㌦本項は挑屯漁浮上特に顧慮チー町

 さ価値なさも、今具一例宮示せは去出月二日瀬戸海峡より突

 出草る爆砦北に帥下牛根ふもと沖合k全り、冥附近一体に
 水蒸気立ち上り潜るが、其附近に於て観測せる結集包抽出せ

 麦.雨水.濫・.二十四度せ(撰一民.)

 全化・重一、○;七○(十五度に換算せるもの)

 十導下ζ水痘二十度
 於け'る

 全比重一、〇二六三(十五度に換算するもの)

 艮1」ち憧十尋の差iこより氷温に十出度五の差を生し又昆重の上

 に於てはO、○〇七の1塁少の差.を示せ・り・。..

水温比重観測表略

 予三透明度及水色に就て

 犀事項も局部的変動に止まること多く直接爆発により受けた
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 る部分は黒神附近より瀬戸海峡乞経て有村沖合.1㍉走る一間及ぴ
 袴鐘附近よ1野尻埴近に至る・貝1」ち1熔岩突出附年..1こ大法るを
 認めたり。

 間接的現象としては糟広大なる区域に亘り碑の山野手横れる一

 群恢の雨水の挿め一に土砂午共に簿濁し牢内{守、ノ、レ生に竺二帝、・
 ..峠の垂水・高須附近沖合卜掘迄一中.濁白色・包皇する一こ1
 ・とあ一りIさ{斯くの如き現象は勿論魚族に対し一然に浮泳性魚族
 ∴一'(一い'わし一∴さば二等)にとり1一てば非I常に警一と・琴一る一・ぎ;のなれど・も、

 漸次緯灰の減少と兵一に北境象も.次矛}と一緒滅.に栢するに'生るべ
 し。

 歩四rプランクトン」.に就て一一.

 雫率.醐為湾は汗い1・し。・ξ一ば恥卵と、.㌢其1峠叫竺魚
 、・.σ1版者筆にして従って戯生倣(.㍗ミ.シク/ン)ρ..昨1某箆
 に於二⊂は大なる方なり・且又一顧類1こ.於・ても.い.吊し.9食畔と.な二・

 るべさ、各印珪藻㍗1め勤酢プラン.バ。干(竿卵・仔率・
 ..其油の1」・動物γ。及δ1穂雛プランク・,/.ン毒檀㍗ザ、
 爆発後一月三十一日大燃崎と新.島の中閥1こ於て採捕せるもの、

 二月一日野・尻沖合に於て採捕せるもの、,又袴越沖合に於て採

 捕せじもの靴より{禽舶.に、野一・帥合1こ於て多少少さの感
 あ・りレg州こし・て・森一・と天網窃新島・闇ωもの.は甚多箪卒るこ
 と包葉≡時爽せり。

 瀬戸海峡の閉そ.くにより此方面に於ける海水の停滞包来し、

 為めに.赤鰯発=生ずべさやの胡尭為義.さ今日之を断書一する鰭り

 ず・一・采今F迄赤一潮の率宇せる事実包…忍'雫ずぺ
 才五海膜閉そくに基い港内潮流の変動

 爆・発(D副療物たる1埴箸の流出若く'は噴出1こ依り一て桜島一の沿毎

 一又は海底を埋担)たるは棄に驚靴こ催すべさものなるが、一之牟、

 為め瀬戸海1暁を閉そくし其締柴湾申の.蝉.流に本華蝉.包釆牟せ・
 るの事実は。綾注意すべさ.問一憂なり。
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 率1瀬.戸海峡グ部に蹄・春苧出して海苧約千0尋章二亨㍉る同海
 膜.包蘭そ1し。た予結卒・牢.率同科峡牢手一なる・苧箪二千二㌣、てキ下
 せし湾内ω潮流は勢い.方向を変じて西海峡なる袴越機閥宜上

 下せざ.る11一・ざタに.即、㌧、㍗牟め.湾戸東砕.即ち肝叩
 .陣二神単岬卿ま卓撃、神輿寧.タ率.り・.之叩・し下準率.率、苧
 なりし四碍岸!ぶ局.指宿都響.林二島.以・北斉入封沿岸より谷山村・・
 二神4万.画の輿紙帥、峰縛、芦.増1章.=りゾ1こ芦越磯即
 。る一銭卵.本道j岬二そ.・!幸率腐姿舛湾{こ芦一入す坤二の師と亭
 ψ.岬参・.1其オ神。郷1卵却こ1即声・。亭.:遠?コ,とな.㍗。り・

 過卵る製岸乎仰芦洋一の郎t吹ど・静止し那郎声雫率
 科万宜g潮流章しく速力庫増せ.り.、冬湾菓な.る率.茜率.争何、
 ・率卵粒近q醐弧械郎1翠芦1千1矛1典1ま.郎流帖する.1こ至二一り一琴
 ・・遷柵・叫師尊1処車1タ率すφサ憎御Iψ雌は爆1発.後・は
 沿岸に沿うて東四に迂回環寧.」束.多二亭メ頃・貝エ茱二せり.ξ云5を.得
 べし。

結論

 以上記述せるが初一く一種々なる、索衡臨友,は実}地的右酋より鹿児
 二渇;擬麟ミ=興ρ二漁業疋及ぽ、し1た・・るj影響を=鼠・ゐ.に÷.桜島・沿.革に於て

 1胆燦幾当階・泉附.逗・寓州ダλ.浬の.沖合1に1及べるの呼.と.、、又降一
 反流木普に参り一時的に変動を受けたるの朴にし..て爆発.力(1)二'
 漱退と・其に其被害は次矛に伺態に後し来る吐らん。.

 桜島及び肝属郡1∵郡の陸、上離害に1より漁,具・の損失(桜島のみ

 に、約3舳及移住者ある.為めたへ1甲.苧、㍗㍗、吋た一㌧.、.
 漁獲物数重に於ては又統計上少々と一なる一'べし一'と㌃}=えども;一
 →釘ク、ミに射・ポる==漁'利は一郡;亡一宿旧一の状態包皇寺=るたI至一らん二ゐ)の築'
 憾1的1観念)を槍一如一・Iし。む。も二

 宴;他1砂栂'内各地礁堵妃1一於一け乞爆発影機を・見るi1こ誕・島1浩嘩1の・如

つ?・



 く爆発,こ依る地形、・.海辺の変軌雌に承濃比.重導の変化に封ず.
 る影響は殆ど絶熱なりと.い.えど。紅.睡石の、各処に浮流沈澱し

 た令外漁場の碑質液化せし抄・か為・めに則る処雌
 種漁業の影響、午拾芦筆内一波の一現象と・毘るκ倦べくい簡湾内・
 ・'の漁業に最.大亭二る影響包・与丸たるものは蓋し鯛海峡闘そl
 lと基1即潮叩大変靴して一μ'為・舳湾醜紬鯛
 .にネ.な一る変遷峠徹るは事案なり・但し其影鎧たるや鯛
 び)変一蓬に帰するもの・なるを以て或漁場は之が為α)に荒廃し笹

 琴和嚢るといえども・又下方に.於ては卸て鰍せる'漁場包・
 即して漁利を挙げ好影講.を受1るさ舳るの寄境象を凱
 ㌻り・又何一場処といえども或漁業は之が為舳廃残し一冊
 に新義業の興るものありて、其漁。葉上鼻)変遷は凶行と.して相

 錯緯し吾人をして今匿に爆発砂影響が果して好悪何沌比在二一る一.
 か皆.判断するに遥わレむる有様.なり㌧.依㌧.産には暫く湾・由各・一
 所に於ける亀尊影誰を受けだる水産上の事実を列挙し将来の

 研究資料に供することに止めん。

附記.

 其一、裏鹿児島海湾.漁業調査

 本調査は新造廻航し来枠る松島.丸(本場所属小形発動機材漁・..
 船)を以て5月/8日よケ2日間・裏鹿児島溝湾方面に出勤し調

 査せるものなり。

 爆発以後に於ける沿岸漁.拳状.態

 本一、燃島附近'に於ける漁業状態・

 燃島は西桜島何に属し戸数40戸人口220余人、主として

 漁業本位一を以て生活せる都落にして爆発当時多くは浜之両方

 面(少数のものは東国分何方面)に避難せるカざ爆発の沈静と
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 と同榊漸次神島し・耕作恥漁業{干従事し未だ=他1こ'移住㌣る
も.のなし

 八出縄孫業・一.・も.

 .元来犀島附.近.は1イフ.シ(一圭として背黒イワシ)皿IにサIバ好の

 ..隼.棲理沓1撃I殖地とも自す・べ言良好なる瞬場・にして漁季殆ど週

 二等1ζ童.り.琢に5月4り8一月損導及9月下旬より/2月迄を盛

 職李.とな.す、一線煤は4・寸内外冷県ヵツォ釣漁棄に対シ露料を
 供給せる又少)ξせ寺、・・打螂して魚群は萱道水温抵.滅の季にめ

 り一て姐表婚に浮泳することなく漸次巌一鍍1忙なるに連れ浮泳以

 て浅拠叱群衆するものなりとぱ常に当・業着ω贈導ず一る所なる

 が、犀・牢は螂何なる故カ)今日に走るも浅処・に衆・ること瀞く一文

 多く浮艀ぜず、然りと.いんども魚群は豊富にして去4月1のr

 ヤリに大磯宣使・角し/親平均2=,50余一の痛、盤乞碑し、

 抹に4月28、ヲ目喚に'賢一て一は一夜・一統罷く。～・.0.ら内タドの漁

 獲包なせり・一撫、獲物.ぼ多く西瞳分何方面一に鮮魚として売却し

 宛価25鉄刀圭35銭(単位5一弁)一、一I多く食用に供せらる。....

 底延縄漁業皿に手釣瞬業
 本島附近は魚礁多く底。魚の群棲軸とも自すべさ処爆発配には

 瀬戸・酋桜凱敷棋・洪之㍗歯より出.漁者多'カ)うし・も爆発
 と同時κ出漁するもの減少せり、捕獲魚はイッサ手、.モハ.ミ、

 マツ千ヒ・アマタ.ヒ・マダヒ制こし一で.・∴ツサキは鐸劣後変
 柁を覚えざるもアマダ=イ、小ダ.イ等は旧暦2月上旬よ..り約/・
 .5日間位局島附近一こ於て漁利めり一・隻一日2,30尾(価'格

 .2円内一外)の癖濃めりしも、目下は従前ρ如き漁獲を見ず、

 モハムにめりて'は横山方面より出漁芦なさ赦・に殆ど.当地漁繋・
 者0)独占となり漁鎧又稲当にあり。

磐更刺網礁菜

 .以前本島漁民は瀬戸.方面のものと・同じく遠く山川方酎に出漁

 せるものな.りしが、爆発後他人に売去pせ・るもω多く.、畠下八・

 十一.束余を残すのみとなれり。
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手繰縄漁業

 本島旺こは手繰糟3銃ありしも一房は一芸≠月/5日の海し{う
 により失権れ他の二房は所有すれど・も干漁夫なく未だ使用の連
 に至らず。

 、苧他卵巣
 海・lI'・一'藻I附近には藻能く繁茂せる座な二りし祉爆発.当一時1鐸

 灰浮石の為め白1下殆ど見る能わず価・格としては

 主筆な.る.ものにあらざれども之包以て.肥料

 ..9大'部分を供給レつつ3)りしものなれば農事に

 ∵興1琴す影響又大なりと云Iうべし。
 青幣。苔i簿一反g為あ繁茂少し』

 カ...元来年顧慮少卒りしも爆発後靖ど難し。
 イカ爆発後本だ見ず。.

 章魚爆発前よりも漁獲多さ寺域象を呈せり。

 し・.ら1かg干潮時にねいて拾一収せしものなるが故に潮位の
 上昇と共.に漁獲高甚しく減少せり。
 一・'.し

 。サパ'仔かい括一碑に良好なり。
 矛二、永浜に於ける漁業状態
 水溝一ぽ農業犀杜にして漁業は殆ど副業とも・見るべき状態なる

 も'地曳網並八田網を使用し稚イワシを漁獲し以てヵツォ釣漁

 薬者に供給しつふめる・所一なり

地曳網漁業

 イワシ(背黒イワシ)は5月/3,4日頃より捕獲せらる一れ

 ども数率少く且魚群一般に沿岸近くに来bず去4日間以内に
 於て僅に20畿(サバ行交グ)内外にして体長3寸内外とす。
海藻

 殆ど繁殖せず。

 才三・敷牢に於戸る漁業状態.
地曳網漁業

 昨今より少量づ⊥一イワシの漁獲あるも(一晩に45杯より7.
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 8杯に赦にサ～/仔・マワシは紬こ詳午する。も沿岸に瀞泳
 ・レ来・ず(海水鱒叩為めなちん歩)1='
 .海.繰海苔及其他の藻駕殆んど繁茂せ・青。・

 才四.具廿囮の各地方に於ける漁況.

 櫓一万面に於下は噴火以後イワシ群皿1ζ㌣バ仔沿1=静華∴蜂行・
 し4月上旬唄よg平均30万全40杯の碑獲ぜ見声又重官方
 固にも多少鳩撞めりしものふ即い.、

 海洋・学南一変勤一

 才一、浮石沈鱗分布林碑

 鹿児島海湾に於ける浮石分布④.鎮巌淀見るに具竣多さは牛嫉

 ふもと肌黒榊合よ1幣雫.畔咋て申帥帥羊る闇の
 海パ.る、㍉の十和く蜘卵近よ午重箪に羊Iる坤.雌には一
 赦に沈鮮少/して那師沖合に`ま殆ど㍗.認宇和.
 今之が数舳ヂぐんに秤.叶.郡に戸,{尺牟の岩礁戸り・しがI
 噴火後浮石枕峰し殆ど其影を一見苧予琴11ら、早白午附近年於て章
 鮒幟及舳魚鵬咋総)を曵さし。こ師多“て琴、
 上ぐる榊ア恥失う0干上む卵1こ翌れりと又向的苧に牟
 ㍗I司一綱叩甲・せ戸1こ洋二gノ・り幣業上苧常な姻碑を肇㌣
 .箏あり.と書1又姦仰合二浬附叶於て海底に約・尽位浮石
 の沈珊毅せるを実灘せ.り。

 矛二、海水揮渦状陸

 前後4日間に於ける海水濠濁状態定見るに北熱河水注大地方
 に於ては沿岸一帯に濁白色乞呈し河川の注入少き卓方は一般

 に濁自包皇せず面し.てM点に於・ける透明度4尋半其点に於・

 ける透明度7尋伍示し又r方瀬戸方面は一般に濁叩奉呈す
 予三、潮流に就て

 潮流に就ては正確なる速度を検測せざる散に充分なる資料とジI一

 なずに至らざれども左に'沿岸各地先に於ける潮流の変化を摘
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 .'配して参斉に伏せんとす。一...ご

 ・・永浜舳こ弱いて吾1爆発以後τ・溝靴潮流廉」甲州還
 度包増・し場所に依り・嘩二度旧一に1音・卿せ1・る処あg・一

 ジ÷蝉地先に於ける潮流は艦に於て・'旧に帥・し干鰯1靴
 1・一…は常に西方に向い鴨一期蒔には多く西万一心して贈ゼ東方に

 流一るムことあ一り。一一

 三・嫌島舳こ竿㍗竿火㍗干㌣三㌣れ狐
 才酉、水温反比置

 潮位一般一に'萬く今各地先に於ける状況を見るに.

 永浜附近噴火一命.よ.す.組3尺二嵩し一

 燃鮒い鍬訂.よ一1甲、3午ぎI寸禽.し
 敷複附近噴火蔚より=約3'尺一高し

 潮位の高男の島め撒業に及ぼせる害と見るべ.さ一もの次の如し

 '一、塩田の損害一一

 二し一干潮を利用'し噛獲茸る水産一物の損昏
 三、網乾場の減少

 真二・桜島爆発以降に於ける鹿児、島湾の漁業状態・

 爆発以降今月一年当湾漁業の上に平ぼせる麦勤を率る毛1或種の
 漁業に於ては例年に比較し変化を認めず卸て好況を二星せるめ

 り、又或櫨の漁糞に茎では損害甚しく又漁獲のI減少せる声り
 一七一様ならずI、下に其状況包漁業別Iにし之哲列挙せば一

 サバ、背黒イワシ、イワシ漁業・・

 由来当鹿児島梅湾はイワシ族の生育型とも自すべさ処にしてI

 盛にカツ可釣業者に餌料を供給ぜる一処なるが・桜島爆発によ.

 り茶年度カツ.不.釣漁業に苧響するも一の如何を凝りしむる処あ
 りしが、餌料イワシ漁季に入りて'例年より滋養多く漁辞のカ
 イ癖又実に大な'るを見たり、到」山川沖合より肝属郡小模占指

 宿郡田賛沖合に捗り其群泳めI大なるは本場カッ万館科イワシ
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 漁業試験の・耕する伜砂以郷裏漉平海1湾1こ一決てを其
 カて野著.しさ..今㍗音幣争陣中塚山・方面・1ζ於・て甥一に例年
 牛.上伸争..㌣=・喋外雌叶1紬ど1率海方面に於て
 ∴河川牢人手な.叫舛ち鵬木1沖合よ'り・敷鮒合に'至る地
 方は外洋叩戸・雫岬卵牟紙11こ来馳茨・・為め一に教沿
 叶舳㍗叩岬千†蜥ゼ卑レ不漁剛・一文如何
 だる変動なる1ば一時鯛附近にサバ仔・背1熟年=ワ州鮒.
 包見たるこ.∴、勿㍗二拍、∴・∵…小1.
 底魚漁・業...・..、111ナ・
 爆銃後31触千二率て然予二滅曾二11裏1(隼礁).屯於て弊輝或
 は軸鰍・ト借坤午砥蝉呼二豊一垣卜事戸・坤鐘
 を見るもの多く・檀撃{∵㍗1コざイ㍉マツダヂ{ザ
 キ.執るが・英後次矛1こ漁㌣繁㍗?鮒めり・又奉雌
 納湾に於てほ爆発当澄谷山地加)延蝉紬†数日薗は漁獲
 少叶い順舳こ率レ捲く変/1坤6ざる岬況とな1・
 後薮月に至り、.一般に著しさ豊漁包見たり。

海藻採取漁業

 元来鹿児島鱈、港に於1てば孫媛なる藻類.の繁茂少なく湾ロー附近

 .比於げ・る1・7ソ1咳砕少嶺を一喜要1なるも1の・と一見敏すべく,、。一具・他は

 叙して重要視す㍗も叶φらざ“も・当沿紡別と=於
 .ける睡一の甘しよ肥料たり、佐多西海津に於けるフノリは浮

 石の浮流摩藤・に、よ.・り・岩…石、に附.着せ一る芽を取り去られたる為渤・.・

 か或は他の原因の然らしめし処なるカ)繁茂包見ず、藻は各地

 とも其繁茂を見ず、海苔は。アオノリとして存在又少からざり

 しも爆発以後降灰⑪為。め一か其繁茂を見ず一、絃に近来に至り熔

 岩にアオサのI長き.2.、3寸位に繁茂せる見たり。

 マグロ、イルカ、目近漁業

 化種の魚族は元来襲麗児島海湾に於下は多く瀬戸海峡より入
 り来りしものなるが、爆発後瀬戸海膜閉塞に由る為めか同涛
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 峡{こ接近せる当海面には従来に比して是等焦静のカイ焼を包

 減せり。

 三ビ、ナマI口、アワビ其他の介類一漁業

 湾㌃紙1佐多村岬㍗株鳥山バf近海に下.は爆発後著レ
 岬一千1～・ナ寺・三友びア㍗亥.類の不漁岬平り・之
 'れ一全ぐ軽石の沈澱に基くも.のに・して海底の岩礁蔭影は凡て軽

 一曲重層1と叶わ舳舶檎阜近、包廃滅じ㍗に守るべし・
 此事業は本場の潜水機海底調益一あ.際に艘むること包得たり。一

 マグロ台.網漁業

 垂率村誓輝.1三於1千二るマグロ台.弾漁場は1熔岩墳牢年結柔全く廃
 滅jこ、卵∵、佐糸村沿岸のマグロ縄漁葉は紬掘章の漁鐘を挙
 げつム刈㌣に拘りず碑爆率後は殆ど一全1不漁に下りしと
 千一千之を同漁業者印すに漁拳附.近卵柵きに榊る.海底
 宥幣の毎石寧に叩P.れ自苧の浜、こ変.じたる為め.隼.馳楕し
 て接近'せざる為めなり.と語れり。

 其他の縄漁業'と釣漁業

 叩全外、亘1て地曳網四倣畔の網漁一は潮流点撤とな1。た
 る・場処・!ま二.般に作業国難となり、二.平手畔纐岬延縄一本釣等
 の底旗漢は或特別の好影響なき破り.ぽ一艇に漁礁埋没底質変

 .化一の率め薄漁と.帥る事実めグ.午他一般に潮流の主要流域
 と舳る湾一内西岸に豊漁宣伝え竿反対に東峯の蝕は磁して・
 不漁をカ)こつの・声多さ傾向にあり。



 .鉛.筆の・患二喝1、まピ十二一

 瓜熱分場.二..K・工生

 331雫!2月2ク日  一悲鰺な古仁屋大火災により 当分場

 は笑験室をのこし、`事務街;.廟貞任一宅乞全焼.  ・薮設途上の加

 工場は基礎コング、リτ..トー軍鐸玄玲玲の葬青を受けた 又職員

 目宅、1音家一斉碕・んζが嬢秒ρ二.当.瞭{奉腐樽がでさ・局.も妙でめ

 .わうヵ)と1も蟷…念ミホし導力…1  当麿蝶貞毎年末年始の休みを返上

 して災害残務.牽讐、暗鰻討増讐涙念、事}、㌔、三努東=.ξ  秦場、.本
 庁、各よ詞の牟想上カ)』)撞撃に垂り3月本1こは塚事務所及砂

 加工場の鍵設包終えた。

 この間  製造、漁りう、  養殖、庶務の各担当者に約いては

 それく撮ψ倭穆1こ必撃な準嫡''も.終グ...新来な気持で出.発した。

 7㍗8月0)人事異動により。。.事名宝箕帯、,.孝葦命が魚9牟彰

 転出者の率見には辞騨箏子来聖年務に軍1ζ褒.青9苦労等あり
 終生.忘れることのでさない分一場生活であったこと工思わ利、る.

 転入謹.及び旧j蟻員にあっては新らしい工場、I新らしい便事

 務所、新らしい机、かるもの、便用するもの殆んどが新星、

 まるで・嫁・ざんを賃った気持セ新らたに.希望をもって頑張っ

 て来たが・仮事務所の新.舎も災害一年包過ぎた今日になると一

 めれやこれや'と不使不自由な点が多く、事務能力をあげ
 るためには315年度に本'事務所建設を是非実施して賢いた



 いものだと願うている現状である。

 34年度中今日まで亀都に拘げる作業運行はいずれの
 係においても災害当時貴重な姜己録資料を焼串しト新設備品

 など供用上に多少の不馴れもあつ・定評、一事繋鼠圃業務・包頗

 調に逢み?ぺ李ることは当然の師午はいえ・.我々公鮒と
 っては..口年出せ惨い喜びでめる。

 ・・肩に午るピ9・・年産箏葵報告カえ出来・み・r㈹一と無ヂ・
 て分場.とし・て、成果が一喜己録としてあらわれる。

 .㍗内容占ヂ1製師験の如き最終製帥オ入箇`こ狛いて亨∵
 軍よ..り.オ・ブトしたものや・漁るう試験(ざん。漁莱維・)
 の章rさ亭夏の日照りに/78・トン40馬力の漁船に乗込、
 み頚壷操業の貴.重李密料や養殖試験マ1バ貫一の如'さ人工遇

 精或いは受精後の発育状況寺前途に晩る.い.希望乞・もたら一

 ・したもの.多種多様に別れ、ヒの實紅が直接間接的Iに漁民

 ・の生活向上に・役立って行くことを思うと・一日一日め侮業は

 鎌かにでさないごとを痛感する.。

 昭和35年の新春を・迎え.・今年こそより崖さ年であるよう一

 さらに我々停.常に健康で萌るく朗らかに仕筆のしゃ
 すい住みよい本試分場になるよう御指導包願うものである。

 試験場勤務6ヶ月目の自分の気持をかいた。
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各部日記

 ○漁業部日記

 一∵ヤ5目ヨ点㌻キニ苓1㍗・
 !岬・、戸,、一.㌣ヤ峠講紬納ナ缶港・
 ㍑ξ目・東海海津鰹畔岬=弗箏

 、=,手.、二,く、千、目、岬・呼妙鮒}{て.・紬潮・・
 ・≧.'一流観凶乞実施・す♀一

 b浪遣部員紀

 ・貞、㍗ポ.趨遠心呼の咋ダ、
 /(早。∴F・.。1雫・㍗・セ.1㍗造

 、.,、.、!㍗9月、、舛岬装苧の二単斉干ザ・

 ∵I∴㍗・、、㌻嘉㌫ギ氏=・.
 /月/8目ド、2I,5'.日、....

 {.....揖.ρ声帯調萱.,二一,二

 方月/不日ゾ1..師ノブ■ジ製.埠.=
 /月25日来訪大盛産業㌃㌧琴ミ杜早

 泡.り=撃晶用。香.料について打合
 /月2・8日来訪一東水研I聞E日技官

 ねり製品の試料策集のため
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 ○養殖部日記

 !2月25日一のり一寮殖試験

 .・月・!'1一一㍗1貢午絨エ汝験
 プ・㍗ド峠呼1会(於氷試デー

 の一1ダ汝製'一r㍗㍗㍉
 二4㍗㌣嘉㍍大口市

 '・!月2才1ヨ、rチσ日

 のり養殖状況為査串木野・川内{1出水

 ○調査部日・記I

 1月一1・・ポ・岨・・年度吋案鮒'(加)、

 !月・日子紗副ぶ1ヶ仔採捕霞率計申
 ,一…(又・木・.九巾

 !月!一9日、2/日大、泊境地調査(別府、又米、九万脚.)一一

 ・卑地漁民、との懇談・啓蒙・一立地条件倣瓢
 査をなし母餉と判定ぶり一任採捕時平
 の根拠地.に予定す札

 ・月・・日一・・日・・水=質予備釦査(』水桁い九万.田
 ダ月5日～3/.日栄養塩類分析.・(上閏)

 /月28日、2月3.日

 ぶり種苗I供給先(間山、香川、∴爵知)

 調査(1別府、又木)

 /月/日、30日

 研1修…(東海水研')

lr34_



分場日記

 /2月J/日.・.  .農林,省.一睡尿島統計事務所長。来場

 !J月I44目  まべ一樺.、呉3Iノク.潜.農し

 /2月ノ3目…吉仁産海上沐1安着。と卓球試合

 ノ2月2ブ日.  一方仁虜犬火災ノ年自.∵分窃。畜碗強化

 1一ふ見2、ポ貝・  樹撒・納め.一

 4舟、仏・目二・・  樹崩一肌め1

/月  7目、  ヲ日

分場長 名巖出披

/月/4日  瀬戸内剛皮砺、古仁産碧祭暑 庁舎起工式



 ①年頭物皆寒吉率海さ・ば不細.今盾め多讐を鉦う・
 場内に1菊いて転奏漁業碓即てト画一の蝉争
 巨岩に挑む小ささ槌もつ石工にも似たり。.さ孔ど山噴の

 しずくは相集い結合して岩石を喰みとうとうたる大河

 となるを知れば呉下の阿蒙達の努力色いつの日か花咲

 カ)ん。

 場内研究会は維持すべし。

 ②事に熱中・ともすれば近視眼的になる。

 うまれぱ左右を見るベレ県内と・い?棒内での見方

 に1限界のあ.るを知るべし衡坤補1・て事の成就を図・一
 る。琴藩置平以来のセクトの忘霊はないか・研究も・.
 横の連繋は密にすべし。


